
 

お鍬山 植物たより（Ｈ２６．３．２２） 
 

恒例のお鍬山・豚汁食べまい会

が好天気のなか、３月２２日（土）

に開催されました。いつも支援い

ただいている猿投農林高校や地元

企業・内浜化成（株）からの多く

の参加に加えて、子供会や老人会

の皆さんのお手伝いでいつもは静

かなお鍬山も賑やかなとなりまし

た。子供会のシイタケの菌打ち、

老人会の皆さんの収穫したシイタケを使っての豚汁の用意、内浜化成提供の甘

酒などと楽しいひと時でした。この時期、満開となるシデコブシは、３月の寒

さのためか蕾でした。四季桜も元気がありませんでした。植栽のユキヤナギ・

アセビなどは例年通り開花しはじめています。 

秋に遊歩道を、絨毯を敷き詰めたようにう

めていたドングリのいくつかが発芽していま

す。枯れ葉の中、真っ赤なお雛様みたいなも

のが目についたら、それがコナラなどの芽生

えです。遊歩道沿いに見る事ができます。と

がった方からまず芽がでて、その芽が地中に

向かって伸びて根になり、しっかり根を張る

と双葉が開き始め、その二股に分かれる部分から幹になる芽が空に向かって伸

びます。写真は根が出て、殻の中に赤っぽい色の双葉が見えています。 

お鍬山には庭木や生垣等に使われている樹木も多く自生しています。花の咲

いていないこの時期は葉だけで判断するのは難しいのですが、それでも葉の縁

にギザギザがあるかどうか、葉の着き方が対か互いちがいかなどで分かる事も

あります。モッコクは枝が車輪のように四方に出ていてギ

ザギザがないのに、シャリンバイは枝の先にまとまって葉

がつき、ギザギザがあります。ネズミモチの葉は多くが互

いちがいのなかでは対

の着き方をしています。

そんなことを考えなが

らの散歩も面白いと思

いませんか。 
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